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16世紀後半期イングランドのギニア交易
～W.タワソンの「航海日誌」からみる航海・交易・貿易商人社会～

井　内　太　郎

はじめに

　16世紀イングランドにおける遠洋航海（oceanic voyage）に関する最も早くて
詳細な記述が、16世紀半ばに行われた西アフリカのギニア航海・交易に関する
ものであることは、あまり知られていない。イングランドが同地域のいわゆる
黄金海岸に到達する航路を発見したのは1550年代のことであったが、それはポ
ルトガルに遅れること80年、フランスに遅れること20年であった（表１）１）。
本稿では９度の航海のうち第３～５回目（1555～6、1556-7、1558年）の航海を
検討対象とする。いずれの航海でも商船団の司令官（captain）をつとめたW．タ
ワソン（？～ 1584年）が航海途上で航海日誌を作成し、航海・交易の様子を詳
細に記録している。この３回の航海については、のちに当時のイングランド人
による遠洋航海の教本ともいうべきR．ハクルート（1552？～ 1616年）の主著で
ある『主要な航海』（1589年）の中に収録されている２）。
　それにしても、なぜタワソンに惹かれるのか。その理由は彼が三度もギニア
航海・交易に司令官として参加しており、彼の残した航海日誌が当時としては
遠洋航海に関する最初の詳細かつ重要な史料であるという異例さだけにとどま
らない。三度の航海の間、彼はロンドン商人のもとで徒弟修業中の身であった
ということである。驚くべきことに、おそらく20代前半の徒弟修業中の若者が、
ロンドンの事業主にして有力貿易商人たちから、数隻の大型船、総勢百数十名
の乗員の司令官（船長masterは別にいるが）ならびに交易代理人（factor）として、
ギニア航海・交易の全権を委任されていたことになるのである。
　そこで本稿では、タワソンの航海日誌を検討しながら、これまでのようにギ
ニア航海そのものを明らかにするのではなく、その中で彼自身がいかなるギニ
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ア航海・交易像を構築しているのか、さらに彼がギニア航海を通じて社会的上
昇を遂げていくことが、ロンドンの貿易商人の社会にいかなる影響をあたえる
ことになったのか検討してみたい。

１　タワソンの航海日誌の史料論的検討

　タワソンは、３度のギニア航海に関する詳細な日誌を作成した。タワソンの
記述は航海途上で記録されたものであり、ハクルートはそれをほぼ逐語的に写
し取り刊行したものと思われる。たとえば、第５回目の航海において、ギニア
沿岸の熱帯地域で交易を行っている際に、船内で病気になったり、亡くなる船
員が増加していた厳しい状況について、タワソンは1558年５月８日の日誌に
「「ミニオン」の船内の毛織物はすべて売却されたので、・・・私は皆を集めて、
掠奪した船にある毛織物を売却するためにここに停泊するか、それともやめる
か意見を求めた。彼らは何人かがすでに亡くなり病人も20人以上に上っている
ことから、ここに停泊せずに他の船と合流することを望んだ」と記録しており、
そのためタワソンはやむなく交易を中止し、イングランドへ帰航する重大な決
断をしたのである３）。このように彼の日誌は、常に一人称の「私」ないし「我々」

表１　イングランド人によるギニアを主目的地とする航海記録 1553-1565年

航海期間 船名 金の獲得量 遺言書数
1553-54
1554-55
1555-56 
1556-57
1558
1561-62
1562（?）-63
1563-64
1564-65

Primrose, Lion,Moon
Trinity, John Evangelist, Bartholomew
Hart, Hind
Tiger, Hart
Minion, Tiger, Christopher, Unicorn
Primrose, Moon, Fleur de Lys, Dragon
Primrose, Minion
John Baptist,Merlin
Minion,John Baptist,Merlin

150
400
127
 69
150
300＊

a half ounce
不明
150＊

33
11
 0
 1
17
16
 2
 0
 9

（１ ）Hakluyt, PN（1589）vol.IならびにHair& Mota, op.cit., pp.29-33より作成。本論、註（１）（２）
を参照。

（２）ゴチ・太字はタワソンの３回の航海であることを示す。
（３）金の量単位は重量ポンド。＊はポルトガル側の史料に基づく。
（４）遺言書の数は、検認裁判所で検認・登録された遺言書の数を示す。
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ではじまる彼自身の語りなのである。
　彼の記述は、航海日誌の形式をとっており、その内容は主に次の４つの観点
から構成されていた。①西アフリカ沿岸域で遭遇した風や海流、水深ならびに
針路や移動距離②沿岸域に居住する黒人（negros）の町や村の様子、特徴的な
陸標③彼らが交易や交渉を行った現地の族長、商人や原住民の様子、その地域
の特産品④ポルトガルの統治の実態や、彼らによるイングランド船への攻撃で
ある。
　その内容からして、彼の日誌は航海終了後に事業主に提出される事業報告書
のような性格を持っていた。この事業に投資した事業主の最大の関心事は、17

世紀以降に黄金海岸と呼ばれるようになるミナ地域の金であった。したがって、
②と③の重要な部分は、ミナ沿岸域とそこに居住する部族、金の獲得量に関係
していた。もとより、日誌は全体的に一人称単数形で語られているものの、司
令官とはいえ20代前半の徒弟修業中の若きタワソンが、自ら詳細な航海記録を
作成できたとは考えられない。その情報源は、同乗していた船長や水先案内人
によるものと考えられる４）。
　残念ながら、ハクルートが参考にしたタワソンの日誌の原本は現存していな
いため、われわれは彼の刊行史料（1589年版）に頼らざるをえない。ハクルー
トの書籍が刊行されたとき、実際に行われた３回の航海からすでに約30年が経
過しており、タワソン自身も1584年に亡くなっている５）。したがって、ハクルー
トはタワソン自身ないし仲介者を介してか、あるいは事業主の間に出回ってい
た日誌を入手した可能性が高い。確かにこの史料は日誌の形式をとっているが、
日付情報に切れ目が生じており、またイングランドを出てからギニア海域に至
るまでの記録が殆ど割愛されているなど不完全なものである。しかもハクルー
トが初版（1589年）から第２版（1598年）を刊行する際に、海上で何も起こっ
ていない場合には、黙って多くの日付を削除してしまっている６）。さらに初版
の日誌においてタワソンが付していた註もすべて捨象されてしまっているので
ある７）。したがって彼が初版のために原本資料を転写する際にも、おそらく同
様の省略を行った可能性が高い。くわえてタワソン自身が、ミナにおける金の
交易を重視したために、いずれかの段階でそれに関わらない日付の記録を省略
してしまった可能性も捨てきれないのである。
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　また当時、ポルトガルの海図によりバーバリ地方、西アフリカ海域の航路を
定めていたことはわかっているが、その位置情報が不正確なことも、当時の技
術レヴェルからすればいたしかたあるまい８）。タワソンは緯度によって現在地
を測ろうとしているが、経度を測ることはできなかった。したがってミナ沿岸
域のようにそれが東西に走っているような場合、その場所を特定することは困
難をきわめることになる。そのためタワソンは、沿岸域を航行しながら、たび
たび視認できる陸標（高くそびえる赤壁線、浅瀬の前浜の形状、樹木、椰子の木の
独特の密集地など）９）に目を配り記録して位置を測っている。また彼の記述から、
太陽の高度、月や星座の運行を測る天測航法が採用されていたこともわか
る10）。
　このようにタワソンの日誌を扱う際には、いくつかの点に留意せねばならな
いのは事実である。しかしながら、彼の日誌が16世紀におけるイングランド人
による西アフリカ交易の実態に関する唯一の詳細な航海記録であるという評価
が揺らぐことはない。同時期のポルトガルの側にも、これに匹敵する包括的な
史料は見当たらないのである。ハクルートを通じて、タワソンのギニア航海が
広く知られることになり、読者の想像力をかきたてたのであった。

２　タワソンの記述に見るギニア航海と交易

（１） 16世紀後半のギニア航海

　では16世紀半ばのギニア航海がどのように行われていたのか、その全体像を
再現してみよう。まず16世紀後半全体を通じても、ギニア方面におけるイング
ランドの経験は限定的なものであった。1553～1564年にかけて交易目的でギニ
アに到達した航海は12回ほど確認でき、約20隻が参加している。それに対して
1588～1600年にかけて、ほぼ同数の航海に、より少ない数の商船が参加してい
た。ドレイクの世界周航時（1579年）のように長期航海の途中で立ち寄った事
例もあるが、それも６回にとどまる。したがって、16世紀後半に交易目的でギ
ニアに到達した船舶の数は、多くても50隻程度にとどまったが、他方で同時期
にポルトガル船の総数は、1,000隻に達していたと言われている。当時、ギニ
ア交易がポルトガルの独占状態にあったことがよくわかる11）。
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　16世紀半ばのギニアへの航海は、交易を目的としていた。イングランド人が
持ち込んだ主要な商品は毛織物であった。当時の主な交易品は金であり、それ
に少量の香辛料（マラゲタやベニン地域）や象牙、毛皮や油が加わった。金を
求める航海は17世紀以降に黄金海岸と呼ばれるようになるミナ地域（地図１）

を目指した。これらの定期航海はいずれも、概してポルトガルに敵対的で彼ら
を歓迎してくれた現地のアフリカの原住民人、商人、統治者、ならびに反体制
派のポルトガル人らと交易を行うものであった。
　イングランドからセネガンビアのギニア西部地域まで、約3,000マイル（=約

4,800キロ）である。これが東部のベニンまで向かった場合には、約4,000マイ
ル（=約6,400キロ）に達する。この距離は、それまでのいかなるイングランド
人による定期航海ルートよりも長いものであった。航海の期間は、西アフリカ
の気候に左右された。西アフリカでは５～９月は、激しい熱帯降雨、浸潤気候、
猛暑などに襲われるため、交易が可能なのは１年の中でも冬期のみであっ
た12）。したがって、西アフリカに定期航海を行う場合、９月から１月の間に出
航し、５月ないしはそれ以前に帰国の途に就かねばならなかった。そのため、
第１回航海（1553-4年）とタワソンの３回目の航海（1558年）では、夏期に入る
までミナ地域に停泊して交易を行っていたので帰航の時期を逸してしまい、多
くの病死者を出すことになったのである13）。一般的に多くの船員は、航海途上
で彼らの食事が原因で引き起こされる病気とたたかっていた。とくに壊血病

地図１　16世紀後半期のギニア周辺地図
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（Scurvy）は海上で頻繁に生じる病であり、死亡率が最も高く、当時から船員
の間で恐れられていた14）。R.ホーキンズ（c.1562～ 1622）はその数について、「20

年間で１万人以上の人々が、それを原因として死亡している。壊血病は海上に
おける疫病であり、船員につきものである」と、その恐ろしさについて述べて
いる15）。
　したがってギニア航海における最大の難関は、復路にあった。普段は淡々と
日誌に記録しているタワソンも、復路において生じた船舶の事故、損傷や浸水、
航行の困難さ、船内の病人や死亡者数の増加などで事態が深刻化していく様子、
また船員たちの彼に対する不満の高まりについて詳細に記録しており、彼が司
令官として重大な判断を迫られていく様子が描かれているのである16）。

（２） タワソンの３回の航海

　タワソンのギニア航海は、当時の複雑な国際状況の中で行われた。言うまで
もなく、イングランドやフランスによるギニアでの交易は、ポルトガルから見
れば違法な密貿易であった。1555年７月初旬頃にギニア航海に参加した船団
が、金や象牙などの商品を積載してロンドンに帰港すると、その直後にポルト
ガルのジョアン３世は、イングランド駐在大使を通じて、メアリ１世に対して
厳しい抗議を行った17）。彼の要求は、略奪した商品の返還、関係者の処罰、今
後のイングランドからギニアへの航海の禁止を求めるものであった。
　事態をさらに複雑にしたのは、メアリが1554年７月に11歳年下のスペイン王
太子フェリペ（1556年１月に即位）と結婚し、彼にイングランド王フィリップ
１世の称号を与えて彼と共同統治を行ったことである。フェリペと密接な血縁
関係にあったジョアン３世が、この絶好の機会を逃すはずもなかった。彼はス
ペイン駐在大使にメアリの夫君を突き動かすように命じ、フェリペもメアリに
問題の解決を急ぐように求めたのであった。
　ポルトガル王の最初の抗議から約６ヶ月たった1555年12月18日に、メアリは
やっとギニアへの航海を禁止したのであった18）。この決定によりギニア航海を
予定していた船団は、出航を禁じられることになったのである。しかしながら、
その間に少なくともタワソンを司令官とする２隻の船団（Hart、Hind）がすで
に秘密裏にギニアに向けてロンドンから出航しており（表１を参照）、彼の日誌
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によれば1555年９月30日月曜日にはワイト島に達していたのである19）。
　そこで次に彼の行った３回の航海の概要を単にまとめるのではなく、彼の目
を通して、ギニア航海に特徴的なものとして書き留められていることをいくつ
か検討してみたい。
① 司令官としてのタワソン

　彼は航海日誌の中で1558年４月７日に「他の艦船の指揮官（captain）、商人、
船長（masters）を招集した」と記述しており、これは彼が船団の指揮をとって
いたことを示唆している20）。航海に際して、「口頭で、その後に書簡において
事業主から与えられた命令、すなわち、航海の時期を失してしまうので、いか
なる場合にも時間を無駄にすべきでないという点を重視する必要がある」と記
していることから21）、彼がギニア航海に際して、事業主から交易などに関して
指示を受けていたことがわかる。
　確かに彼は航海や交易に関して大きな権限を与えられていたが、同時に20代
前半の徒弟修業中の若者であり、十分な知識や経験を有していたとは言いがた
い。たとえば第１回ギニア航海（1553～4年）において司令官をつとめたT．ウィ
ンダム（1554年にギニア海域で死亡）は、社会的地位も高く、すでに対仏・スコッ
トランド戦において海上戦争に参加し、さらに２回ほどバーバリ地域への航海
を指揮しており、司令官として最適の人物であった22）。タワソンのように徒弟
が航海の全権を委任される例は異例であるが、その理由は判然としない。その
ため航海途上で彼は年配の船長や士官層たちに依存せざるをえなかったが、意
見の対立が生じることも多く、たびたびその苦しい心情を吐露している23）。タ
ワソンの２回目の航海（1556～ 7年）において「ハート」の船長は、ある時、
彼と話すことを公然と拒否した。その２週間後に、彼がこの船長を再びとがめ
た時に、また反抗したため「わがままな船長」と非難している。結局「ハート」
は、船団から離脱し、再びタワソンが見ることはなかった。彼の３回目の航海
（1558年）においても、「クロストファ」の船長の言動を一貫して批判している。
彼はたびたび単独の行動を繰り返し、復路においてタワソンの命令を無視して
離脱したのであった。
② フランスの商船隊との競合

　フランスは、イングランドに先んじてミナ地域で交易活動を行っており、当
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然、イングランドと競合することになったが、ギニアにおける両者の関係は両
国関係の変化により複雑に変化する。
　タワソンの２回目の航海において、1556年12月30日に彼の商船団はギニアの
セス川（the River de Sestos）沖合（地図１）において、D．ブランデルを司令官
とするフランスの商船団と遭遇した。このときタワソンは、ブランデルと実務
的な同盟を結び、ポルトガルの攻撃を防ぐために共同で航海・交易を行うこと
になったのである。実際に1557年１月25日にシャマ沖合でミナ城塞からやって
きた強力なポルトガル船団と交戦に及んでいる24）。しかしながらこの合意は、
最終的に取引市場において両者の利害が競合し十分な成果があがっていないと
いうタワソンの焦りから、1557年２月５日に無効となった25）。
　しかしながら、スペインに巻き込まれる形でフランスと戦争状態（1557～8年）

に入ると様相は一変する26）。プリマスを出航して直後の1558年１月31日に、
２隻のダンツィヒ船を拿捕し、禁制品としてフランス産ワインや毛織物を没収
している。また1558年４月５日にミナ地域のラグア（Lagua）沖合で１隻のフ
ランス船を拿捕し、約50ポンド重量の金を奪っている。こうした記述は、当初
からこの航海が私掠も目的としていたことを示している。

（３） ギニアにおける交易

①交易代理人（factor）の活動

　タワソンは、ギニア航海に出資した事業主の氏名を記録していないが、1558

年航海に際して、少なくとも34名が名を連ねていたことがわかっている27）。す
べての商船に、少なくとも１名の交易代理人が乗船しており、彼らが交易活動
を担っていた。彼らは１人ないしは複数の事業主の代理人であったものと思わ
れる。彼らの多くは徒弟であり、おそらくロンドンで貿易商のもとで徒弟修業
していた可能性が高い。したがって年齢的にも船員と同じく概して20代前半と
若かった28）。言うまでもなく、タワソンも徒弟かつ交易代理人であり彼らの責
任者であった。タワソンは復路航海において、帰港の２週間前の1558年10月10

日に船内に健常な船員は６人に満たず、商人は６人しかいなかったと述べてい
る29）。同年７月13日に船内でジョン・タースが亡くなったが、彼の主人は著名
なリヴァプール商人であるラルフ・ベイリであった30）。したがって、これらの
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史料から、少なくとも７名の交易代理人が1558年の航海に参加していたことが
わかる。
② ミナ地域における交易

　ミナのポルトガル城塞の大砲の射程圏内で交易をすることは極めて危険で
あったため、常に現地のポルトガルの動静を警戒しながら、その周辺域で商品
の取引を行った31）。ギニア交易の最大の目的は、ミナ地域において金を獲得す
ることであった。したがって、タワソンの交易に関する記述も、この地域にお
いていつ、誰と（どの部族と）交易を行い、どれくらいの量の金を獲得したの
かについて詳細に記録している。タワソンやハクルートの記述に基づいて９回
のギニア航海で獲得された金の量を示すと（表１）の通りである。
　もう一点指摘しておきたいのは、その間に、船員たちも私貿易を行う慣習的
な権利を持っており、ギニア交易に参加した多くの船員がこの特権を利用して
いたことである32）。タワソンは、1555年12月にどれだけ多くの船員が、自分
たちの縁なし帽子、帽子、ハンカチ、夜の髪おさえ（night kerchief）、短剣をア
フリカ人と交換していたか述べている。さらに彼は、船の滞在も終わりに近づ
いた頃に、沿岸地域で行われた２日間の交易について、それは船員や船長たち
に彼らと商売を行わせるために設けたと述べている。
　残念ながら、彼の報告書は公式な交易記録としての性格が強かったことも
あって、私貿易の詳細については、殆ど語ってくれない。しかしながら、船員
たちの遺言書がその様子を垣間見せてくれるのである。1556-7年航海時の遺言
書として現存している唯一のものは、1557年５月１日に作成された司厨長H．
ウィルソンのものである。彼は２エンジェル貨重量（Anngell waighte of gold）の
金を所有していると記している33）。1558年航海時には６人の遺言者が、遺産
として金について言及している34）。「ミニオン」に乗船していた砲手の１人プ
ライスは、４ダカット重量の金を所有していた。一方、彼の同僚ガードナーは、
11と４分１ダカット重量、さらに４オンスの金を所有しており、９回の航海に
おいて船員が自ら行った交易で獲得した金の量としては、最大のものである。
他にも、それぞれ、6.5ダカット、40シリング、1.5エンジェル重量の金を所有
している船員（＝遺言者）がいた。「ミニオン」の船長補佐（a master's mate）の
T．カーターは、１オンスの金、胡椒を二袋ならびにシャミア（＝黄金海岸付近
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のシャマのこと）で手に入れたマント（a cape）を、またR．ブルームは、１ポン
ド重量の胡椒を遺贈している。
　タワソンは３度の航海時に、彼自身による私貿易について何ら語っていない。
しかしながら、それらはタワソンに富を蓄積するための手段を与えることに
なった可能性が高い。1564～ 5年のギニア航海時に、J．グッドウィンは、事業
主のT．カスティリンの徒弟にして交易代理人を務めていた。彼は船上遺言書
の中で、彼自身の獲得物として胡椒３メジャー、象牙40ポンド重量を所有して
いたことを示している35）。したがって、タワソンが富獲得の機会を逃したとは
考えにくい。彼は航海を終えた1558年以降にロンドンの貿易商人社会の中で急
速に台頭していくが、その際の活動資金としてそれを最大限に利用したと考え
るのが自然であろう。
③ 交易の成果

　では、タワソンの３回の航海の成果をいかに評価すべきであろうか。（表１）

をもとに考えると３度の航海のうち、相対的にみて1555-6年に最も多くの成果
が得られたことがわかる36）。というのも、参加した「ハート」と「ハインド」
の総トン数は120トン程度で、船員数も約40人と比較的小規模な船団で127ポン
ド重量の金を獲得しているからである。それに対して、1558年航海に参加した
４隻の商船は、「ミニオン」（300トン）と「タイガー」（120トン）だけで420ト
ンになった。その分、事業主たちの期待感も高かったわけだが、その成果は芳
しくなかった。この時の金獲得量は150ポンドだが、そのうちの50ポンドは、
すでに述べたように、ミナ地域でフランス船を拿捕した際に没収したものであ
り、交易では100ポンドほどしか獲得できていなかったのである。
　ギニア交易の全体的成果を測ることが難しいのは、それに船などの損失や、
９度の航海に参加した1,000～1,500人のうち、おそらく300～500人が亡くなっ
たという人的損失などを考慮せねばならないからである37）。ただし、次の点だ
けは確認しておきたい。1565年以降、ギニアへの航海は定期的に行われていな
いのみならず、その記録も間断的で詳しい記述も存在しない。16世紀の最後の
10年間に、イングランド人による西アフリカへの航海は、セネガンビア地域ま
で後退しており、ミナ地域まで向かわなくなってしまう。おそらく、ギニアの
金がイングランドにもたらす恩恵が、様々な損失を考えると、それほど大きな
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ものと考えられなくなったものと思われる。それは、同時にアフリカとヨーロッ
パの間の重要な交換商品が、金から奴隷へと移行していく始まりでもあったの
である。

３　ロンドンの貿易商人社会とタワソン

（１） 徒弟修業時代のタワソン

　ハクルートは、ギニア航海時のタワソンについて、ロンドンの貿易商
（Merchant of London）と記しているが、これは不正確な表現であり注意を要す
る38）。ウィリアム・タワソンは、イングランド北部に位置するカンバーランド
のコルダー（Calder）のヨーマンであったロバート・タワソンの次男であった。
1551年11月11日に彼はロンドンの毛皮商（skinner）マイルズ・モーディングの
もとで７年間の徒弟修業を行うことになった39）。ロンドンでも有力な12大リ
ヴァリ・カンパニーの１つで徒弟となったことは、イングランドのヨーマン家
系の次男にとって、理想的な出発であった。同時に徒弟手数料を含めて彼の家
にかかった諸費用は確認できないが、かなりの額になったものと考えられる。
　モーディングは、アントウェルペンを主な市場とする毛織物輸出商であった
が、徒弟時代のタワソンにとって幸運であったのは、モーディングが1550年代
にモスクワ・カンパニーの創設メンバーに加わっており（1555年２月）、さらに
この３回のギニア航海の事業主の１人でもあったことである40）。1555年９月
に第１回航海に向かった時、タワソンの徒弟修業期間は、ほぼ４年を経過して
いた。西アフリカ航海に関わった商人が、自分たちの商品を、タワソンのよう
にまだ徒弟であった交易代理人に託すことは珍しいことではない。しかしなが
ら、遠征全体を１人の徒弟に委ねることは、かなり異例の措置であった。彼は
第３回目の航海を終えて約４ヶ月後の1559年２月17日に毛皮商カンパニーの
正規のメンバー（freeman）となり、同時にロンドン市民になったのである41）。

（２） ２つの結婚

　ギニア航海後の彼の目覚ましい活躍を語る際に欠かすことができないのが、
1560年１月15日にセント・ミカエル・コーンヒル教区で挙行された２つの結婚
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式である。この時、タワソンがマーガリー・ハウズ（Margary Hawes）と、そし
てトマス・ウィルフォードがエリザベス・ハウズ（Elizabeth Hawes）と結婚し
ている42）。エリザベスは、ロンドンの市議会議員であり、1561年に仕立商
（Merchant Taylors）カンパニーの組合長（master）、1574～5年にはロンドン市
長を務めたジェイムズ・ハウズ（d.1582年）の長女であった。注目されるのは、
ハウズが1558年ギニア航海の事業主の１人であり、またエリザベス期の対スペ
イン交易において中心的人物であり、スペイン・カンパニー創設時（1577年）

の主要メンバーの１人でもあったことである43）。マーガリーとジェイムズの正
確な血縁関係は不明だが、いずれにしてもタワソンは、この結婚を通じてエリ
ザベス時代のロンドンで最も有力な貿易商であり、イベリア交易で台頭しつつ
あったハウズ家の一員となったのである。
　一方エリザベスと結婚したトマス・ウィルフォードであるが、彼は仕立商カ
ンパニーのメンバーであり、ウィルフォード家には彼を含めてギニアやスペイ
ン交易に関わる人物が多数いたことがわかっている。1561年１月にマーガリー
が亡くなると、タワソンは1566年までにトマスの妹であるパーネルと再婚し
た44）。タワソントとトマスならびにウィルフォード家との緊密な関係は、タワ
ソンの遺言書の中に明確にみてとれる45）。すなわち、遺言執行人である未亡人
のパーネルを手助けするべく任命された４人の監督官として、最初にトマスが
指名されているのである。このように、３家（タワソン、ハウズ、ウィルフォード）

は、スペイン交易、新規事業であるギニア交易と深く関わっており、２つの結
婚が３家の血縁関係のみならず、交易事業の提携関係を構築・強化することに
なったのである。
　同時期にタワソンは、ロンドンの商人社会の中でも着実に地位を固めていく。
1561年に彼はロンドン市議会のメンバーに選出されている46）。彼が1559年に
毛皮商カンパニーのメンバーとして認められてから、わずか２年足らずの出来
事であり、これも異例の出世といってよい。彼がギニア航海を通じてかなりの
財力を築いたか、あるいは義父となったジェイムズ・ハウズの市議会における
影響力もあったのかもしれない。
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（３） 1560年代以降の新規交易事業の展開

　すでに述べたように、彼は毛皮商カンパニーのメンバーであったが、会社の
記録の中で繰り返し「海外貿易商人（a merchant adventurer）」として言及され
ており、多くの他のメンバーがそうであったように、その職業自体を実践する
ことはなかった。1560年代に彼はマーチャント・アドヴェンチャラーズ・カン
パニーのメンバーとしてアントウェルペンで交易を行っていたが47）、その後エ
リザベス時代に拡張していった新規の海外交易に本格的に進出していった。彼
はモスクワ・カンパニー（1555年設立）、スペイン・カンパニー（1577年設立）

ならびにイーストランド・カンパニー（1579年設立）の主要メンバーとなり、
空間的には白海からレヴァントさらにそれを越える地域まで拡張しつつあった
イングランドの新規の海外交易事業に参画していったのである48）。
　たとえば1582年に彼はエドワード・フェントンにより主導された東南アジア
のモルッカ諸島と交易を開く事業に関して、資金以上のものを投資している。
というのも、彼は息子のウィリアムをその船団に送り込んでいるのである。の
ちにウィリアムは、ロンドン市参事会員、1604年にスペイン・カンパニーのメ
ンバー、1619年に東インド会社の取締役に上り詰めていく。また同じ頃に他の
２人の息子を、進展しつつあったレヴァント地域の交易システムを学ばせるた
めにコンスタンティノープルに派遣したのであった49）。
　彼はロンドンの商人社会で外国貿易商として中心的な地位を確立しながら、
同時に故郷のカンバーランドとの関係も維持していた。毛皮商カンパニーの登
録簿によれば、彼は1584年に亡くなるまでに、８ないし９人の徒弟を持ってい
る50）。最初の徒弟（1560年９月に契約）は彼の出身地であるカンバーランドの
コルダー出身のリチャード・タワソン、最後の徒弟（1584年３月25日に契約）

も同州のコルダー・ホール出身のウィリアム・タワソンであり、いずれも彼の
血縁者である。残りの徒弟のうち、２人（W. Throughton, E.Broughton）もカンバー
ランド出身であり、おそらく彼の血縁者であったものと思われる。彼らの多く
がのちに、スペイン、東インド、レヴァント、ヴァージニア・カンパニーなど
のメンバーとして活躍し、ロンドン市政においても重要な役割を担うことか
ら51）、おそらく若き日のタワソンのように、彼らも海外に飛び立ち交易代理人
として徒弟修業を行いながら知識や経験を身につけたものと考えられる。



166

おわりに

　タワソンの記述は航海日誌の形式を取っているが、明らかにギニア航海に融
資した事業主に対する報告書であり、そこから16世紀半ばのヨーロッパ外地域
との新規交易における事業形態、航海や交易の実態を詳細に知ることができる。
のみならず、司令官を任された若き徒弟のタワソンが様々な知識や経験を積み
重ねて成長していく過程が、彼の語りとして描かれているのである。
　またタワソンの経歴は、16世紀半ばにロンドンのエリート層さらに貿易商人
社会に一定の変化が生じつつあったことを示している。テューダー期のロンド
ンにおいて社会的上昇を遂げる実業家たちは、もともと広大な地理的後背地か
らやってきて有力カンパニーで徒弟修業にはいっており、また彼らの職業も多
様で当初の社会的地位もたびたびあまり高いとは言えなかった。ウェアリング
の研究に基づき、16世紀後半（1551～1600年）のロンドンの徒弟の出身地をみ
てみると、ロンドン出身の徒弟は、平均すると全体の17.5％に過ぎなかったの
に対して、カンバーランドを含む北部出身者は28.4％、ミドランド出身者は
32.1％であり、両者を合わせると60％を超えていた。少なくとも、17世紀に入
るまでロンドンの徒弟は、地方出身者が圧倒的に多かったのである52）。
　このように16世紀後半のロンドン市民は徒弟制度を通じて、多様な地域や階
層に開かれていたのであり、経済的・社会的に成功すれば、市参事会員のよう
な政治的エリートに上昇することも可能であった。タワソンの場合、1550年代
の赤道直下の西アフリカにおける経験が、彼の商業的成功、職業上の昇進や結
婚相手の選択などの方向性と軌道を形作ることになったのである。その後、彼
はロンドンと地方（とくに故郷のカンバーランド）の間に人的結合関係を形成し
ながら、同時にヨーロッパ外地域との新規交易事業に積極的に関わっていった。
16世紀後半から17世紀前半にかけて、ロンドンの貿易商人の社会においてモス
クワ、レヴァント、東インド貿易商人などのグループが台頭してくることにな
るが、彼はその先駆け的存在であったのである53）。
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Guinea Trade and England in the late 16th century
～ Voyage, Trade and Merchant society through W. Towerson’s logbook ～

Taro INAI

W. Towerson who was an apprentice of M. Mording in the Skinner's company, 
participated in the Guinea trade, three times (1555-56,1556-57,1558) as a captain 
and factor. In the voyages, he wrote his logbooks which were rather business 
reports than voyage records to submit the promoters of this project. They reveal the 
real situation of Guineas trade and business type. In addition, they were ego-
documents of Towerson in which his growing process was drawn as a merchant by 
his own narrative.

By using his fortune and connection he built up in these voyages, his status had 
risen economically and socially in the merchant society of London. Particularly, he 
became members of the new Companies(Spanish Company, Muscovy Company, 
Levant Company and so on) and traded with non-European countries and areas. He 
was one of the pioneers who traded with non-European countries in the late 16th 
century.


